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生 物 基 礎

第 1問　生物に見られる多様性と共通性についての次の文章を読み，下の問い（問 1〜
3）に答えよ。

　現在存在している生物には，①菌類，植物，動物，原核生物，原生生物があるが，こ

れらは全て共通の祖先から進化していったと考えられている。その進化の道筋を，枝分

かれする樹木のように表した図を②系統樹と呼ぶ。これら共通の祖先から進化してきた

全ての生物には，③共通する特徴がいくつかある。

問 1　下線部①について，生物の分類と生物名の組み合わせとして，正しいものは下の

ａ〜ｅのうちどれか。最も適当なものを一つ選べ。  １

ａ　菌　類　 ― 大腸菌

ｂ　植　物　 ― 酵　母

ｃ　動　物　 ― ゾウリムシ

ｄ　原核生物 ― イシクラゲ

ｅ　原生生物 ― オオカナダモ

問 2　下線部②について，系統樹として，現在考えられているものは下の図 1のａ〜ｅ

のうちどれか。最も適当なものを一つ選べ。なお，図 1中の⑴〜⑸は，図の下の注の

⑴〜⑸の生物に対応している。  ２

図 1　系統樹

注：⑴菌類，⑵植物，⑶動物，⑷原核生物，⑸原生生物

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
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問 3　次の（ア）〜（ク）の生物の特徴について，下線部③の全ての生物に共通する特徴

のみを組み合わせたものは，下のａ〜ｅのうちどれか。最も適当なものを一つ選べ。  ３

（ア）　進化する。

（イ）　刺激に反応する。

（ウ）　細胞からできている。

（エ）　ミトコンドリアをもつ。

（オ）　核の中に遺伝情報をもつ。

（カ）　自分自身と似た個体をつくる。

（キ）　体内の環境を一定に保つしくみがある。

（ク）　酸素を使用して得たエネルギーを利用する。

ａ　（ア）と（ウ）と（エ）と（キ）

ｂ　（ア）と（ウ）と（カ）と（キ）

ｃ　（イ）と（ウ）と（オ）と（カ）

ｄ　（イ）と（エ）と（カ）と（ク）

ｅ　（ウ）と（オ）と（キ）と（ク）
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第 2問　次の生命活動とエネルギーに関するトモとヒロの会話について，下の問い（問
1・問 2）に答えよ。

トモ：生命活動に必要なエネルギーって，もともとは太陽の光エネルギーだってね。

ヒロ：�そうだね。植物が光合成で光エネルギーを使って無機物から有機物をつくり出し，

有機物の形でエネルギーを蓄える。動物などはそれを食べて，自分の活動のため

のエネルギーとしているらしいよ。

トモ：でも，生物の活動のためのエネルギーというのは，ATP のことだよね。

ヒロ：たしかに，生体が直接使うエネルギーは ATP を分解するときに得られるね。

トモ：有機物の分解とか呼吸が，ATP の合成に関係しているのかな。

ヒロ：�呼吸の反応というのは，有機物を燃やしたときのエネルギーの発生に似ているら

しいよ。

問 1　呼吸と光合成に関する記述として，正しいものはどれか。次のａ〜ｅのうちから

最も適当なものを一つ選べ。  4

ａ　植物細胞内では，呼吸は葉緑体で行われる。

ｂ　光合成を行う真核細胞内には，ミトコンドリアが存在しない。

ｃ　主に，呼吸では同化作用を行い，光合成では異化作用を行う。

ｄ　一般的に，呼吸は動物だけが行い，光合成は植物だけが行う。

ｅ　呼吸では有機物の分解により ATP が合成され，光合成では有機物の合成に，

光エネルギーを用いてつくられた ATP が消費される。
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問 2　呼吸と燃焼に関する記述として，正しいものはどれか。次のａ〜ｅのうちから最

も適当なものを一つ選べ。  5

ａ　グルコースの場合，呼吸と燃焼では最終分解産物が異なる。

ｂ　タンパク質は，燃焼によりエネルギーを発生するが，呼吸のエネルギー源に

はならない。

ｃ　燃焼で発生するエネルギーは全てが熱となるが，呼吸で発生するエネルギー

は全てが ATP 合成に使われる。

ｄ　有機物の分解で発生するエネルギーの総量は，呼吸で完全に分解されたとき

と，完全に燃焼したときとで同量になる。

ｅ　呼吸では，酵素を用いて有機物から一気にエネルギーを取り出すが，燃焼で

は，酸素の結合により段階的に反応が進む。
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第 3 問　理科クラブでは，遺伝子についての理解を深めるために，ブロッコリーから
DNA を抽出して観察することにした。部長と部員の会話を読み，下の問い（問 1〜 5）

に答えよ。

部　長：材料にはブロッコリーの花芽が多く集まった食用部分を使うよ。

部　員：花芽が多い部分は細胞数が多いよね。

部　長：�そうだね。植物体のどこでも細胞分裂が盛んに起こっているということではな

いんだ。細胞分裂は，花芽や芽，根の先端（根端）などの成長している細胞で

盛んに起こっているけど，①成長が止まった葉などの細胞では細胞分裂はほと

んど起こっていないんだよ。

部　員：へぇ〜，花芽は②細胞分裂が盛んに行われている部位なんだ。

部　長： 1つの細胞が分裂するとどうなるかな？

部　員：細胞が 1つから 2つに増える。

部　長：最も多くの DNA があるのは，細胞のどこかな？

部　員：え〜と， 　ア　  だよ。

部　長：そうだね。じゃあ，細胞が分裂して 1つから 2つに増えると……。

部　員：　ア　  も 2 つになる。

部　長：そして，分裂する前には③DNA は複製されているよね。

部　員：だから，花芽は DNA が多いんだね。

部　長：早速，DNA を抽出してみよう。

DNA の抽出方法

①　ブロッコリーの花芽をハサミで切り落とし，乳鉢でよくすりつぶす。

②　乳鉢に DNA 抽出液（中性洗剤を含む食塩水）を注ぎ，ゆっくり混ぜる。

③　茶こしでろ過して固形物を除き，ろ液をビーカーに集める。

④　冷やした 　イ　  をガラス棒に伝わせて静かに注ぐ。

⑤　図 2の 　イ　  層とろ液層の境付近に白色の繊維状

　のものが現れる。

ィ

ろ液
ビーカー

図 2 　DNA の抽出
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問 1　前の文章中の空欄 　ア　  に入る細胞小器官はどれか。次のａ〜ｅのうちから最

も適当なものを一つ選べ。  6

ａ　核

ｂ　液　胞

ｃ　細胞質

ｄ　葉緑体

ｅ　ミトコンドリア

問 2　下線部①について，成長が止まった葉の細胞で多く観察される細胞はどの時期に

あるか。次のａ〜ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。  7

ａ　Ｇ0 期

ｂ　前　期

ｃ　中　期

ｄ　後　期

ｅ　終　期

問 3　下線部②について，細胞分裂をしている時期はどれか。次のａ〜ｅのうちから最

も適当なものを一つ選べ。  8

ａ　Ｇ0 期

ｂ　Ｇ1 期

ｃ　Ｇ2 期

ｄ　Ｍ　期

ｅ　Ｓ　期



―  7  ―

問 4　下線部③について， DNA が複製されている時期はどれか。次のａ〜ｅのうちから

最も適当なものを一つ選べ。  9

ａ　Ｇ0 期

ｂ　Ｇ1 期

ｃ　Ｇ2 期

ｄ　Ｍ　期

ｅ　Ｓ　期

問 5　前の文章中の空欄 　イ　  に入る液体はどれか。次のａ〜ｅのうちから最も適当

なものを一つ選べ。 10

ａ　希塩酸

ｂ　蒸留水

ｃ　エタノール

ｄ　酢酸オルセイン溶液

ｅ　フェノールフタレイン溶液
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第 4問　ヘモグロビンに関する次の文章を読み，下の問い（問 1・問 2）に答えよ。

　赤血球に含まれるヘモグロビンのうち，酸素と結合しているものの割合は，酸素濃度

および二酸化炭素濃度などの条件により変化する。酸素濃度と酸素ヘモグロビンの割合

の関係を表したグラフを酸素解離曲線という（図 3）。図 3のＡとＢの曲線のうち，一方

の二酸化炭素濃度の相対値は 40，他方は 60 のときの曲線である。

図 3　ヒトのヘモグロビンの酸素解離曲線

Ａ

Ｂ
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問 1　図 3の酸素解離曲線において，肺胞における酸素濃度が相対値 100，二酸化炭素

濃度が相対値 40，組織における酸素濃度が相対値 40，二酸化炭素濃度が相対値 60 で

あった。この状態の組織では，動脈血中の全ヘモグロビンの何％が組織に酸素を解離

すると考えられるか。なお，肺から組織に向かう途中で酸素ヘモグロビンが酸素を解

離することはないものとする。次のａ～ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。 11

ａ　 8％

ｂ　23％

ｃ　38％

ｄ　60％

ｅ　75％

問 2　ヘモグロビンの性質に関する記述として，正しいものはどれか。次のａ～ｅのう

ちから最も適当なものを一つ選べ。 12

ａ　肺胞では pH が下がると，より多くの酸素と結合する。

ｂ　肺胞では酸素濃度が高いと，より多くの酸素を解離する。

ｃ　組織では pH が上がると，より多くの酸素を解離する。

ｄ　組織では温度が上がると，より多くの酸素と結合する。

ｅ　組織では二酸化炭素濃度が高いと，より多くの酸素を解離する。
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第 5問　神経とホルモンによる調節に関する次の文章を読み，下の問い（問 1・問 2）
に答えよ。

　ヒトの体内環境は主に神経系と内分泌系によって調節されている。神経系は，中枢神

経系と末梢神経系から構成される。内分泌系はホルモンという化学物質により調節を行

う。

問 1　神経系による体内環境の調節に関する記述として，正しいものはどれか。次のａ

～ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。 13

ａ　体温を調節する中枢は，延
えん

髄
ずい

にある。

ｂ　血圧を調節する中枢は，脊
せき

髄
ずい

にある。

ｃ　呼吸運動の中枢は，脳下垂体にある。

ｄ　体液濃度を調節する中枢は，大脳にある。

ｅ　血糖濃度を調節する中枢は，間脳の視床下部にある。

問 2　体内環境の変化と，それを元に戻すために分泌されるホルモンの組み合わせとし

て，正しいものはどれか。次のａ～ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。 14

ａ　体温の上昇　　　→　チロキシン

ｂ　血圧の上昇　　　→　バソプレシン

ｃ　体液の減少　　　→　鉱質コルチコイド

ｄ　血糖濃度の上昇　→　アドレナリン

ｅ　血糖濃度の低下　→　インスリン
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第 6問　免疫による体内環境の維持に関する次の文章を読み，下の問い（問 1～ 4）に
答えよ。

　生体には，病原体などの異物の侵入を防いだり，侵入した異物を除去したりする生体

防御のしくみがある。異物の侵入の阻止には，物理的防御と①化学的防御があり，その

機能を果たしている。それにもかかわらず，それらを突破して体内に異物が侵入すると，

まず②自然免疫という反応によって異物は攻撃され，排除される。

　さらに，自然免疫より時間はかかるが，③リンパ球が主役となり，侵入してきた病原

体を特異的に排除するしくみがあり，これを④適応免疫（獲得免疫）という。このしく

みがいったんはたらくと，この病原体を記憶し，再びそれが侵入したときには，すばや

くかつ強力に排除することができる。

問 1　下線部①について，化学的防御に関する記述はどれか。次のａ〜ｅのうちから最

も適当なものを一つ選べ。 15

ａ　胃の内壁から胃酸が分泌される。

ｂ　表皮の細胞は，密に結合している。

ｃ　膵
すい

臓
ぞう

からインスリンが分泌される。

ｄ　気管支の内面は，繊
せん

毛
もう

に覆われている。

ｅ　咳やくしゃみにより，病原体を排除している。

問 2　下線部②について，自然免疫に直接関与しない細胞はどれか。次のａ〜ｅのうち

から一つ選べ。 16

ａ　好中球

ｂ　樹状細胞

ｃ　形質細胞（抗体産生細胞）

ｄ　マクロファージ

ｅ　ナチュラルキラー細胞（NK 細胞）
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問 3　下線部③について，リンパ球の一種であるＴ細胞の分化と成熟が行われる部位は

どれか。次のａ〜ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。 17

ａ　ひ　臓

ｂ　胸
きょう

  腺
せん

ｃ　骨　髄

ｄ　副
ふく

腎
じん

皮
ひ

質
しつ

ｅ　副
ふく

腎
じん

髄
ずい

質
しつ

問 4　下線部④について，適応免疫に関する記述として誤っているものはどれか。次の

ａ〜ｅのうちから一つ選べ。 18

ａ　活性化されたＢ細胞の一部は，記憶細胞として体内に残る。

ｂ　異物の情報は，キラーＴ細胞の表面に抗原として提示される。

ｃ　活性化されたヘルパーＴ細胞の一部は，記憶細胞として体内に残る。

ｄ　ウイルスに感染した細胞は，マクロファージによって攻撃を受ける。

ｅ　提示された抗原情報は，ヘルパーＴ細胞が認識し，Ｂ細胞を活性化する。
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第 7問　生態系に関する次の文章を読み，下の問い（問 1〜 5）に答えよ。

　①生態系とは，生物集団とそれを取り巻く環境を 1つのまとまりとして認識した場合

の呼び方である。生態系において，生物は②非生物的環境から影響を受けるだけでなく，

③食物連鎖に代表されるように他の生物からも影響を受ける。これらの相互作用は，生

物を介した④エネルギーの移動や，⑤物質の循環としての側面をあわせもっている。

問 1　下線部①について，生態系に関する記述として，正しいものはどれか。次のａ〜

ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。 19

ａ　分解者とは，四次的な生産者のことである。

ｂ　生産者は，有機物を栄養分として利用しない。

ｃ　ある生物種と他の生物種の関係性を，生態という。

ｄ　生物が非生物的環境に影響を及ぼすことを，作用という。

ｅ　その生物に影響を与える他の生物は，生物的環境である。

問 2　下線部②について，非生物的環境に含まれる要素として，誤っているものはどれ

か。次のａ〜ｅのうちから一つ選べ。 20

ａ　街灯の光

ｂ　大気の組成

ｃ　水流の強さ

ｄ　土壌の細菌

ｅ　汚染物質の濃度
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問 3　下線部③について，食物連鎖に関する記述として，正しいものはどれか。次のａ

〜ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。 21

ａ　葉緑体をもつ生物は，生態系を支える生産者である。

ｂ　非生物的環境のみからエネルギーを得る生物は，食物連鎖に組み込まれない。

ｃ　食物連鎖は網目状に繋がっているため，栄養段階に上位や下位はない。

ｄ　ある生態系における食べるものと食べられるものの割合が変動することを，

遷移という。

ｅ　プランクトンは小さいため，それを食べる魚と比較し，個体数は多いが生物

量（総重量）は少ない。

問 4　下線部④について，エネルギーの移動に関する記述として，正しいものはどれか。

次のａ〜ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。 22

ａ　エネルギーの一部は，食物連鎖を介して生態系を循環する。

ｂ　熱エネルギーは個体から放出され，生態系の外へ失われる。

ｃ　植物は呼吸により，光エネルギーを化学エネルギーへ転換する。

ｄ　生物は，有機物と無機物から取り出した熱エネルギーを利用して生きている。

ｅ　地球はエネルギーを放出せず，太陽からのエネルギーを吸収する。

問 5　下線部⑤について，物質の循環に関する記述として，正しいものはどれか。次の

ａ〜ｅのうちから最も適当なものを一つ選べ。 23

ａ　有機物に含まれるすべての炭素は，生物の呼吸により二酸化炭素として放出

される。

ｂ　植物の光合成により，根から吸収した栄養成分の炭素を用いて有機物が合成

される。

ｃ　一次消費者によって無機物から合成された有機窒素化合物は，食物連鎖を通

じて生態系を移動する。

ｄ　土壌中の無機窒素化合物は，脱窒素細菌によって窒素に変換され，大気中に

放出される。

ｅ　植物は大気中の窒素を吸収し，タンパク質・核酸・クロロフィルなどの窒素

化合物を合成する。


